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【方法】全国 5 つの消化器内視鏡専門医療機関で、大腸腫瘍に対する内視鏡治療を要する患者 128 名を対
象とした。大腸内視鏡検査中に 2％リドカイン溶液 20ml を局所投与する群（LID群 64 名）または生理食
塩水 20ml を局所投与する群（NS群 64 名）にランダム化割り付け（1：1）を行った。第三者の薬剤師が
各溶液を同様の容器に封入することにより、二重盲検化した。大腸内視鏡検査中、検査施行医は割り付け
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本申請論文は、大腸内視鏡検査および内視鏡治療時に、腸管蠕動抑制を目的とし
たリドカインの局所散布効果を、多施設 RCT にて検証した内容である。全国 5
か所の消化器内視鏡専門医療機関で、大腸腫瘍に対する内視鏡治療を要する患
者 128 名を対象とし、2%リドカイン溶液 20ml を局所投与する群（LID 群 64
名）と、生理食塩水 20ml を局所投与する群（NS 群 64 名）にランダム化割り
付けし、投与後 1，2, 3 分後の蠕動抑制効果として、3 段階（excellent，fair，
poor)の肉眼的評価で検討した。その結果、すべての時点において、excellent の
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